
高齢者ヘルパーの就業に関するアンケート 

 

☆ 回答は、選択肢の番号に○印をつけてください。 

 

問１ まず、貴社についておうかがいします。（名古屋市内の営業所を対象といたします） 

   １－１） 貴社の業種、サービス内容を教えてください。（複数回答可） 

   １．居宅介護支援  ２．訪問介護  ３．訪問入浴  ４．訪問看護  ５．通所介護  ６．短期入所生活介護   

７．介護老人福祉施設  ８．その他（                                  ） 

  １－２） 貴社の全ヘルパー数（パート、登録を含む）を教えてください。 

   １．１～９名  ２．１０～２９名  ３．３０～４９名  ４．５０～９９名  ５．１００～２９９名   

６．３００～４９９名  ７．５００名以上 

１－３） 貴社の全へルパー（パート、登録を含む）のうち、高齢者（ここでの高齢者とは、５８歳以上（昭和19年8月31日以前に生

まれた方）を指す）ヘルパーは、どのくらいいますか。 

   １．５０％以上  ２．３０％以上～５０％未満  ３．１０％以上～３０％未満  ４．１０％未満  ５．いない 

 

問２ 高齢者へルパーにはどのようなメリット、デメリットがあると思いますか。（主なものを１つだけ） 

        １．若いヘルパーのまとめ役になる  ２．家事援助では技術的に優れている 

 メリット   ３．利用者と年齢が近いこともあり、信頼関係を築きやすい 

        ４．その他（                                         ） 

        １．体力的に難しいところがある  ２．早朝・夜間など不規則勤務に対応できない 

 デメリット  ３．若いヘルパーと連携が取りづらい 

        ４．その他（                                         ） 

 

問３ 今後の高齢者へルパーの採用（登録）についておたずねします。 

   １．採用したい 

   ２．採用する予定はない 

 

 

   ３－１） 高齢者へルパーを採用（登録）する場合、年齢の上限はどのくらいまでですか。 

   １．６０歳まで  ２．６５歳まで  ３．７０歳まで  ４．上限なし 

   ３－２） 高齢者へルパーを採用（登録）する場合、どのような点を重視して採用（登録）しますか。（主なものを１つだけ） 

   １．適性  ２．健康状態  ３．居住地  ４．意欲   

   ５．その他（                                               ） 

 

 

 １．ヘルパーが余剰しているため  ２．充足しているため  ３．不足しているが、若いヘルパーを採用するため 

 ４．その他（                                               ） 

 

問４ 当センターでは、高齢者を対象に介護保険法施行令に基づいた１３０時間のホームヘルパー２級養成講習（別添カリキュラムの 

とおり）を実施していますが、その修了者が就業できるためには、どのような内容を講習に付加すればよいと思いますか。 

 

 

 

 

１に回答された事業所におたずねします。 

２に回答された事業所にその理由をおたずねします。 

 

問５ 今後、貴社がホームヘルパー以外で必要になると思われる職種を教えてください。（主なものを２つまで） 

  １．看護師  ２．介護支援専門員（ケアマネージャー）  ３．福祉住環境コーディネーター 

  ４．デイサービス等の送迎運転手  ５.専任の事務員  ６．ない 

  ７．その他（                                                ） 

 

－ご協力いただきまして誠にありがとうございました－ 

お手数ですが、平成１４年９月３０日（月）までに、FAX（８４２－４８９４）でご返信ください。 


